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自緩達成計画は、巨己評価及び外部評恒結果をもとに職員一間で次のステッフdへ向けて取り組む呂擦について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に自擦をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた邑襟水準を考えながら、後先して取り組む具体的な計函を記入
します。

〔自穣違或計画3

優先 工夏目 i
現状における問題点、課題 呂採 E襟達成に向1-]-た具体的な取り組み内容

i自撰達成に
l!毘{立 番号 要する期間

く災首対を話策し>合い階吏段乞利用した避藷寵蕗と得ななるが為 災害時、墜夜を関わず全利用者が避地難域出との来協る方た 一寸芳重苦荏ヲ主主号室i::::て、地域住民代表者様nとさ
安全策 に地域住民の協力を得 j去を全職員が身に付けると共に、 らに協力体制を話し、確認する。②近所の住民と

35 
ら繰り返し避難訓練を実施する必要あり 体制をさらに強く築く 再度避難時の協力をお願い確認する③全職員で

2ヶ月
安全確保に努めながら避難訓練を繰り返し実行
ヲ」る

ヶ月

3 ヶ月

ケ月

ゴj主)工頁Eの欄については、自己評価項目のNιを記入して下さい。項呂数が足りない場合は、行を挿入してください。
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